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平成２７年３月２０日 

 

吉野特急５０周年・さくらライナー２５周年記念キャンペーン 

初公開！ 

近鉄の施設ドクター！電気検測車「はかるくん」車内見学ツアー 
 

近鉄では、営業列車と同等速度で電車線の状態等を測定できる電気検測車「はかるくん」の車内見学を

目的とした「近鉄の施設ドクター！『電気検測車“はかるくん”』車内見学ツアー」を平成 27 年 5 月 17

日（日）に初めて実施します。 

このツアーは、いままで車内を公開していなかった電気検測車「はかるくん」の車内見学（吉野駅）と、

係員による検測設備の説明を聞いていただけるツアーです。 

ご参加いただきましたお客様には、普段立ち入ることができない電気検測車「はかるくん」の車内を見

学していただくことにより、より一層鉄道に対する理解と親しみをもっていただければと考えております。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

キャンペーンロゴ 

電気検測車「はかるくん」 
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１．商 品 名  「近鉄の施設ドクター！『電気検測車“はかるくん”』車内見学ツアー」 

 

２．実 施 日  平成 27 年 5 月 17 日（日） 雨天決行（荒天中止） 

 

３．募集人員  各回 30 名（各回 少催行人員 15 名） 

          

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

４．旅行代金  大阪阿部野橋駅から大人２，５００円  小児１，８３０円 

         ※他駅からの設定もございます。 

        <旅行代金に含まれるもの> 

         近鉄往復運賃、イベント参加記念品代、諸税が含まれます。 

         ※特急列車をご利用の際は、別途特急券をお買い求めください。 

特急券を事前申込みの場合は割引料金で手配いたします。 

         ※小学生未満の乳幼児のご参加、同伴はできません。 

 

５．お申し込み 近鉄各駅営業所 

 

６．行 程  発駅+++（各自）+++吉野駅：集合 

         【近鉄の施設ドクター！『電気検測車“はかるくん”』車内見学会】：解散 

        吉野駅+++（各自）+++発駅 

         ※「電気検測車“はかるくん”」の車内見学は約 10 分です。 

         ※参加の皆様には「電気検測車“はかるくん”」を図案にした参加記念トレカと、車両 

概要書が付いています。 

 

７．お客様お問い合わせ先  下市口駅 ＴＥＬ ０７４７－５２－２４２２ 

（平日１０時～１８時 土休日１０時～１８時） 

 

以 上 

 

回数 集合時間 見学時間（予定） 

1 回目 １０：００ １０：１０～１０：４０ 

2 回目 １０：３０ １０：４０～１１：１０ 

3 回目 １１：００ １１：１０～１１：４０ 

4 回目 １１：３０ １１：４０～１２：１０ 

5 回目 １２：００ １２：１０～１２：４０ 

6 回目 １２：３０ １２：４０～１３：１０ 

7 回目 １３：００ １３：１０～１３：４０ 

8 回目 １３：３０ １３：４０～１４：１０ 

9 回目 １４：００ １４：１０～１４：４０ 

10 回目 １４：３０ １４：４０～１５：１０ 

11 回目 １５：００ １５：１０～１５：４０ 

12 回目 １５：３０ １５：４０～１６：１０ 

別 紙 
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〈参 考〉 

■電気検測車「はかるくん」について 

  

１．概  要    ・導  入 平成１９年３月 

           ・製造両数 ２両１編成 

           ・製 造 費 約４億４千万円 

            

 

２．特  徴    ・既存車両を電気検測車として改造しました。 

           ・外観にはチェック柄を取り入れ、そのチェック柄の中に信号などの電気・通信

設備をデザインし、親しみやすさを持たせています。 

・昼間走行（ 高速度１１０ｋｍ/ｈ）による検測が可能です。 

           ・電路・信号・通信の３部門の同時検測が可能です。 

           ・台車を振り替えることにより、標準軌と狭軌の検測が可能です。 

           ・狭軌線を運転する場合は、測定機器搭載車（はかるくん１両）と一般車両を連

結します。 

 

 

３．主な検査項目  ・電車線の磨耗 

           ・電車線の位置（高さなど） 

           ・パンタグラフと電車線の接触状態（営業列車と同等速度で走行中） 

           ・パンタグラフが受ける衝撃（営業列車と同等速度で走行中） 

           ・ＡＴＳ地上子の周波数など 

           ・指令無線の電界強度測定 

       


